










結語

1)超未熟児の出生場所別生命予後を検討した結果,1,000g 未満の中でも体重がより小さい

ほど生命予後が悪く,体重階層別に解析する必要がある。

2)出生体重 900～999g の群は,年次推移・院内院外・ RDS,IVH などの罹患率,死亡率におい

てそれぞれ差が小さい。超未熟児の中では数も多いので,900g 以上は別グループとして取

り扱うことができる。

3)在胎週数では 26,27 週の死亡率に改善の見られない施設は,周生期管理の一層の向上が

必要であろう。一方 24,25 週の死亡率において改善傾向が明確な施設があれば,その施設

の水準は群を抜いて優れており,その長所を学ぶことで益するところ大であろう。


